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術後患者の寒さ感覚と低体温に関連する要因の検討 
 
三木葉子１  西村路子２ 中川ひろみ２ 堀尾志津江２ 梅村由佳２ 
餅田敬司２  盛永美保１ 

















































































































































































－ 107 － 
表3．病棟帰室時の体温（低体温群と非低体温群）とその関連要因（n=62） 
                         低体温群 非低体温群 
  36.0℃≧（n=44) 36.0＜（n=46) 
P値 
年齢：才 67.02±12.67 55.26±18.83 0.001 
性別：男性：人（％） 26(59.1) 22(47.8) 0.284 
BMI：kg/m２ 21.55±3.74 23.86±4.36 0.009 
麻酔 全身麻酔：人（％） 33（75.0） 31（67.4）  
   硬膜下麻酔：人（％） 5（11.4） 7（15.2）  
   全身麻酔＋硬膜下麻酔：人（％） 6（13.6） 8（17.4）  
保温器具 ウォームタッチ：人（％） 13（29.5） 22（47.8）  
     ブランケット：人（％） 20（45.5） 10（21.7）  
     ウォームタッチ＋ブランケット：人（％） 11(25.0) 10（21.7）  
     なし：人（％） 0 4（8.7）  
出血量：ｍｌ 650.5±587.2 452.0±374.3 0.084 
手術時間：分 260.4±112.4 273.0±129.0 0.622 
移送時間：分 9.34±8.68 10.80±8.59 0.264 












病棟帰室時：体温（℃） 35.89±0.79 36.55±0.50 0.001 
      寒さ訴えあり:人（％） 9(23.1) 1(4.3) 0.076* 
1時間後：体温（℃） 36.32±0.76 36.71±0.47 0.005 
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た。しかしながら1名ではあるが、低体温でない者も
寒さを訴えていた。これは米国の「術中低体温防止の
ための臨床ガイドライン」2）の術後患者管理のアセス
メントに必要なものの１つである「悪寒などの自覚症
状の確認」からもわかるように、患者の訴えにも着目
し評価することが、体温低下の予防につながると考え
られる。術後低体温予防ケアの1つである電気毛布は、
未使用群と比較すると1時間後の復温状態もよく、寒
さの訴えの保有率も減ったことから、電気毛布使用は
低体温ケアとして有効であったと考えられる。 
 
研究の限界 
 電気毛布の設定温度は各病棟で異なっており、統一
することは不可能であった。また、術中保温の術後体
温への影響も考えられたが、術式により使用できる保
温器具が限られるため、特に検討を行わなかった。 
 
まとめ 
 低体温に関連する要因として年齢とBMIがあげられ
た。また手術室からの移送時の体温低下予防が必要で
あることが明らかとなった。さらに低体温でない人で
あっても寒さを訴える可能性があることがわかった。 
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